
 

 

 

 

２０１２年新年ご挨拶 

 新年明けましておめでとうございます

ありがとうございました。本年

  日本を、世界中を震撼させた

しかし世界を見ますと、ヨーロッパの

すが、その二の舞にならないために

たいと願うところでございます

 グローバルなこの時代、自己完結型

世界の動きにより、中小企業

今一度原点回帰を掲げ、今年からの

「今こそ、社会の期待に
とし、その下に事務所も関与先企業

 又、今年は中小企業の会計基準

ります。しっかりこの普及を進

大切な努めであると思っております

 皆様にとりまして今年一年が

竹内会計

けましておめでとうございます。旧年中賜りましたご厚情に深

本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

させた東日本大震災から今年は力強く復興する

ヨーロッパの金融危機、米国の不況も懸念される

にならないために我が国においても「行財政改革」

うところでございます。 

自己完結型に国家経済を回すことは出来なくなっております

中小企業の経営環境も大きく変わって参りましたが

からの統一行動テーマも 

に応えよう！目指せ中小企業のビジネスドクタ
関与先企業の発展と事業の承継に努力して参ります

会計基準が「中小企業の会計に関する基本要領

進め信頼ある計算書類の作成、信頼ある

っております。 

が素晴らしく、良い年となりますことをお
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作成責任者
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 平成２４年１月５日 

【Vo.２４－１】 

深く感謝申し上げます。

する年になると思います。

される悪材料でありま  

」を本気で進めて頂き  

なくなっております。  

りましたが、ＴＫＣ全国会は  

のビジネスドクタ－」 
ります。 

基本要領」として変わって参

ある申告書の作成が私共の

となりますことをお祈り申し上げます。 
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